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あとがき 題を含んでいます。環境教育学会はこれらの広範

囲にわたる環境問題をとりあげて行かなければな

らないと思っています。学会誌「環境教育」には

研究も実践報告も提言もあってもいいと思います。

学会誌はなるべく片寄ることのないよう、自然

科学分野も社会科学分野もバランスよくとりあげ

て行くのが理想です。広い範囲の方をからの投稿

を期待しております。どうぞよろしくお願いいた

します。

山田卓三

環境教育とは、環境問題をとりあげて学習する

ことになりますが、環境の範囲とその捉え方が問

題です。

今まで環境問題は社会環境と自然環境を総括し

た、人口、資源、開発、生活環境といった面から

とりあげられてきました。現在は、オゾン層破壊、

地球の温暖化、酸性雨（霧)、海洋汚染、熱帯林や

野生生物の減少、砂漠化などといった地球レベル

の問題が話題となっています。

一方、市民運動としては、地域の河川や湖沼、

海岸などの浄化や美化の運動や牛乳パックや食品

トレー、空カンなどの回収運動などリサイクル運

動が盛んに行なわれています。

環境問題を原点で考えて承るとき、人間が生き

て行くこと自体すべて環境にかかわっているとい

えます。生物は基本的には個体の遺伝子を残すた

めに行動していることを考えた時、ニゴイズムの

かたまりのようなものだと思います。ツバメのよ

うな小鳥は巣の外へふんをするし、タヌキもため

ふんといって外でふんをして、まわりの環境をよ

ごしています。人間も顔を洗い、着る物を洗い身

ぎれいにしているということはそれだけ環境をよ

ごしていることになります。家庭の屋内を快適に

すればそれだけまわりの環境を悪くしていること

になります。家庭が地域になり、地域が国となり、

現在のように地球レベルの問題に波及してきます。

このように捉たるとすべてが環境問題だというこ

とになり壷す。

もう一つの視点として環境は主体によってその

捉え方が違ってくることです。森の木を育てそれ

を伐って生活している森の憲と、その森を見、
そこを遊び場やいこいの場としている人達とでは

その森に対する考え方が違ってくるのは当然なこ

とだと思います。人の田畠の作物や草花を私達が

毎日見て楽しんでいるのだから収穫や草花を採ら

ないで欲しいということは一方的な見方、考え方

となります。また森には人間の利害関係とはかか

わりないリスも楼んでいます。

環境問題はこのようにいろいろとむずかしい問
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